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3  2広報 平成31年4月号

「施政方針」
えびの市議会3月定例会が2月26日から3月20日まで開かれ、村岡市
長は、「平成31年度施政方針」を述べました。今回は、その一部を抜
粋・要約してお知らせします。

　

現
在
、
わ
が
国
は
、「
人
口
減
少
」と
い
う

大
き
な
課
題
に
対
し
、
国
全
体
の
問
題
と
し

て「
地
方
創
生
」の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
問
題
を
克

服
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
維
持
す
る
た
め
策
定
し
た「
え
び
の

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
、

平
成
31
年
度
で
最
初
の
5
カ
年
計
画
の
最
終

年
度
を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、
第
5

次
え
び
の
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
お
よ

び
総
合
戦
略
へ
の
対
応
を
適
切
に
行
い
、
私

が
4
年
間
の
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付
け
た

「
働
く
場
の
確
保
」、「
産
業
の
振
興
」、「
定

住
人
口
・
交
流
人
口
の
拡
充
」、「
子
育
て
環

境
の
充
実
」、「
地
域
福
祉
の
充
実
」を
推
進

す
る
た
め
、
前
例
や
固
定
観
念
に
捉
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
留
意
し
た
も
の
で
す
。

■
新
た
な
活
力
を
生
む
産
業
づ
く
り

　

農
業
の
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
や
農
業

後
継
者
の
確
保
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物

の
生
産
拡
大
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
6
次
産
業

化
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
な
ど
農
家
所

得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

硫
黄
山
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
代
替
水
源

の
確
保
対
策
、
水
質
改
善
対
策
や
農
家
支
援

等
に
つ
い
て
国
、
県
に
対
し
て
要
望
し
て
い

き
、
農
業
経
営
が
継
続
可
能
と
な
る
よ
う
市

独
自
の
農
家
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

　

農
地
基
盤
整
備
で
は
、
畑
か
ん
事
業
、
水

平成 31 年度

田
ほ
場
整
備
、
硫
黄
山
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
地
区
の
用
水
対
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
「
道
の
駅
え
び
の
」で
は
、
施
設
環
境
の
充

実
が
図
ら
れ
、
関
係
者
と
の
協
議
を
深
め
な

が
ら
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
で
は
、
自
衛
防
疫
意
識
の
向

上
、
農
業
後
継
者
等
担
い
手
の
規
模
拡
大
、

農
家
所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
で
は
、
新
た
な
森
林
管
理
制

度
に
も
取
り
組
み
、
無
届
の
伐
採
対
策
に
も

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
新
た
に
、
市
内
商

工
業
者
の
事
業
の
持
続
化
に
向
け
た
小
規
模

事
業
者
持
続
化
支
援
補
助
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、え
び
の
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「
エ
ー
ビ
ッ
ク
」に
お
け
る
起
業
家
へ
の
支

援
、市
内
に
お
け
る
事
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

企
業
立
地
施
策
の
推
進
で
は
、
交
通
の
利

便
性
と
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
た
企
業
立

地
活
動
を
進
め
、
さ
ら
に
、
地
元
企
業
の
工

場
新
設
・
増
設
と
い
っ
た
形
で
の
立
地
支
援

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
産
業
団
地
造

成
に
向
け
て
、
産
業
団
地
実
施
設
計
に
基
づ

き
事
業
計
画
を
明
ら
か
に
し
、
平
成
31
年
度

中
の
造
成
工
事
着
工
を
目
指
し
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
観
光
協
会
と
の
連
携

強
化
、
京
町
温
泉
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
京
町
温
泉
再
生
事
業
、
ア
ウ
ト
ド

ア
シ
テ
ィ
え
び
の
の
推
進
に
お
け
る
自
転
車

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
観
光
誘
客
の
推
進
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
や
島
津
義
弘
公
ゆ
か
り
の
事
業
等
を

実
施
し
、
広
域
的
な
誘
客
活
動
の
展
開
に
取

り
組
む
ほ
か
、
各
観
光
施
設
の
環
境
改
善
を

行
い
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

■
志
と
郷
土
愛
を
持
つ
人
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
で
は
、「
30
人
学
級
事

業
」、「
幼
・
保
・
小
・
中
・
高
一
貫
教
育
」

を
充
実
さ
せ
、「
学
力
向
上
」と「
地
域
に
貢

献
す
る
人
材
の
育
成
」を
進
め
ま
す
。
教
育

環
境
の
整
備
で
は
、
引
き
続
き
、
安
心
・
安

全
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

飯
野
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
各
種
支
援
事
業
に
加
え
、
全
国
枠
導
入
を

契
機
と
し
て
、
新
た
に「
起
業
家
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
」や「
下
宿
等
費
用
助
成
事
業
」

を
実
施
し
、さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
の
支
援
、

存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
の
開
催
に
向
け
た
取
り
組
み

や
王
子
原
運
動
公
園
野
球
場
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン

ス
改
修
、
永
山
運
動
公
園
整
備
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

人
権
意
識
の
高
揚
で
は
、「
え
び
の
市
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
人
権
を
守

る
条
例
」や「
え
び
の
市
人
権
教
育
・
啓
発
推

進
方
針
」に
基
づ
い
た
施
策
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

　

文
化
芸
術
活
動
の
促
進
で
は
、
郷
土
芸
能

の
披
露
や
活
動
団
体
へ
の
補
助
、「
島
内
地

下
式
横
穴
墓
群
出
土
品
」の
保
護
お
よ
び
企

画
展
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年

度
に
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
、

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
に
向
け
た
準
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

■
誰
も
が
元
気
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、疾
病
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
お
よ
び
重
症
化
予
防

に
重
点
を
置
い
た
事
業
を
展
開
し
、
市
民
が

自
ら
積
極
的
に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
母
子
健
康
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
利

便
性
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
出
産
支
援
助
成

金
に
つ
い
て
使
途
を
制
限
せ
ず
助
成
金
額
を

拡
充
し
た
妊
産
婦
支
援
助
成
金
に
改
め
、
安

心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
体
制
整
備

の
構
築
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
整
備
で
は
、
在
宅
当
番

医
制
、
夜
間
・
休
日
体
制
、
小
児
救
急
医
療

体
制
へ
の
支
援
、
産
婦
人
科
運
営
費
負
担
金

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
求
人
募
集
サ
イ

ト
の
活
用
や
本
市
出
身
の
医
師
と
の
つ
な
が

り
の
強
化
に
よ
る
医
師
確
保
、
奨
学
金
返
還

助
成
事
業
に
よ
る
薬
剤
師
確
保
に
取
り
組
む

ほ
か
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
協
働
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
充
実
、
ぷ
ら

い
ど
21
助
成
事
業
や
市
民
提
案
型
事
業
の
実

施
に
よ
り
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
中
学
校
区
ご
と
の「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」と
連
携
し
、
自
治
会
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
各
種
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
で
は
、「
第
3
次

え
び
の
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」に
基

づ
き
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
で
は
、「
自
助
」・「
共

助
」・「
公
助
」の
連
携
に
よ
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
の
中
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
で
は
、
新

た
な「
第
2
期
え
び
の
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
、「
え
び
の
市
子

ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
施

策
の
推
進
、
持
続
可
能
で
安
心
し
て
利
用
で

き
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
着

実
な
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
医

療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
で
は
、「
え
び
の
市
障
が
い
者

計
画
」、「
え
び
の
市
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
手
話

言
語
条
例
」に
基
づ
き
、
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
、
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。

■
生
活
環
境
づ
く
り

　

景
観
形
成
の
推
進
で
は
、「
え
び
の
市
景

観
条
例
」お
よ
び「
え
び
の
市
景
観
計
画
」に

基
づ
き
、
本
市
ら
し
い
良
好
な
景
観
の
形
成

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
的
な
供
給
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
大
迫
妙
見
簡
易
水
道
の

上
水
道
統
合
事
業
、
霧
島
・
千
草
木
地
区
に

お
け
る
飲
料
水
・
生
活
用
水
・
雑
用
水
の
確

保
な
ど
、
地
元
の
方
々
と
十
分
検
討
し
な
が

ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
の
憩
い
の
場
の
整
備
で
は
、
永
山
運

動
公
園
の
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
旧
え
び

の
警
察
署
跡
地
を
地
域
住
民
の
交
流
と
憩
い

の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
の
促
進
で
は
、
新
た
に
移
住

者
向
け
の
新
築
・
購
入
住
宅
支
援
に
取
り
組

む
ほ
か
、
今
後
、
国
・
県
と
連
携
し
た
移
住

支
援
給
付
金
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

公
共
交
通
手
段
の
確
保
で
は
、引
き
続
き
、

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
、
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
等
の
利
用
拡
大
に
努

め
ま
す
。

■
計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

計
画
的
な
行
政
運
営
・
行
財
政
改
革
の
推

進
で
は
、「
第
6
次
え
び
の
市
行
政
改
革
大

綱
」に
基
づ
き
、「
協
働
」に
よ
る
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
形
成
と
健
全
な
行
政
経
営

を
目
指
し
、
そ
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
の

一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
え
び
の
市
は

来
年
２
０
２
０
年
に
市
制
施
行
50
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
改
め
て

先
人
の
ご
尽
力
と
功
績
を
振
り
返
り
心
か
ら

感
謝
の
念
を
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
を
し
っ
か
り
と
展
望
で
き
る
機
会
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
平
成
31
年
度
か
ら

そ
の
機
運
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
等
も

行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
り「
大
自
然

と
人
々
が
融
合
し
、『
新
た
な
力
』が
躍
動
す

る
ま
ち　

え
び
の
」の
実
現
に
向
け
、
誠
心

誠
意
、
各
種
施
策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 31 年度施政方針
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総額
129 億

8,295 万
4 千円

総額
129 億

8,295 万
4 千円

市税
19 億 4,260 万 4 千円

（15.0％）

繰入金
19 億 1,955 万 1 千円

（14.8％）

寄附金
4 億円

（3.1％）

その他
6 億 236 万 2 千円

（4.6％）

・地方交付税
36 億 7,025 万 6 千円

（28.3％）

国庫支出金
18 億 6,316 万 9 千円

（14.4％）

市債
8 億 8,227 万 7 千円

（6.8％）

県支出金
11 億 7,538 万 9 千円

（9.1％）

その他
5 億 2,734 万 6 千円

（3.9％）

自主財源 48 億 6,451 万 7 千円（37.5％）

依存財源 81 億 1,843 万 7 千円（62.5％）

平成 31年度当初予算
一般会計予算は、129 億 8,295 万 4 千円です

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

の
総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
２
９
億
８
２
９
５
万
4
千
円
で
す
。
平

成
30
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

7
億
５
４
０
４
万
6
千
円
、
率
に
し
て
約

5
・
5
％
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、自
主
財
源（
市

税
な
ど
、
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）
が

37
・
5
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交

付
金
・
支
出
金
や
、
市
債
に
よ
る
財
源
）
が

62
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
来
月
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
財
政
課 

財
政
係

☎
35
‐
３
７
１
６
（
課
直
通
）

■
用
語
の
説
明

歳
入

【
自
主
財
源
】
市
税
な
ど
、
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
財
源
。

【
地
方
交
付
税
】
地
方
公
共
団
体
が
行
う

べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
地
方
公
共
団
体

に
支
出
さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
。

【
市
債
】
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

時
、
借
り
入
れ
る
お
金
。

歳
出

【
義
務
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な

経
費
。

【
投
資
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
建
物
、学
校
、

道
路
な
ど
、
資
産
形
成
に
向
け
ら
れ
る
経

費
。

【
扶
助
費
】
法
令
に
基
づ
き
、
高
齢
者
・

児
童
・
障
が
い
者
・
生
活
困
窮
者
等
の
暮

ら
し
を
援
助
す
る
経
費
。

【
人
件
費
】
市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・

各
種
委
員
報
酬
な
ど
の
経
費
。

【
公
債
費
】
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
償

還
金
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
施
設
の
新
設
や

改
修
に
要
す
る
経
費
。

歳　入
・

災害復旧事業費
2 億 764 万 1 千円

（1.6％）

・

扶助費
28 億 1,915 万円

（21.7％）

人件費
20 億 9,378 万 2 千円

（16.1％）

公債費
7 億 914 万円

（5.5％）
普通建設事業費

15 億 4,150 万 8 千円
（11.9％）

補助費等
13 億 4,173 万 6 千円

（10.3％）

繰出金
12 億 5,398 万 9 千円

（9.7％）

その他
8 億 9,239 万 6 千円

（6.8％）

物件費
21 億 2,361 万 2 千円

（16.4％）

義務的経費 56 億 2,207 万 2 千円（43.3％）

その他の経費 56 億 1,173 万 3 千円（43.2％）

投資的経費 17 億 4,914 万 9 千円（13.5％）

■市民一人当たりの予算額（一般会計）
※ 3 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

■会計別予算の状況
会　　計 31 年度 30 年度 増減率

国民健康保険特別会計 30 億 2,507 万 9 千円 31 億 7,576 万 9 千円 △ 4.7％

後期高齢者医療特別会計 6 億 5,375 万 9 千円 6 億 7,176 万 4 千円 △ 2.7％

介護保険特別会計 33 億 2,174 万 5 千円 32 億 5,485 万 7 千円 2.1％

産業団地整備事業特別会計 845 万 1 千円 9,850 万円 △ 91.4％

水道事業会計 6 億 4,253 万 6 千円 5 億 7,983 万 8 千円 10.8％

病院事業会計 10 億 2,813 万 4 千円 10 億 2,605 万 2 千円 0.2％

１人当たり約 66 万 4,294 円

１世帯当たり約 131 万 218 円

■一般会計目的別歳出の状況

歳　出

科目 31 年度 30 年度 増減率 科目 31 年度 30 年度 増減率

議会費 1 億 5,177 万 2 千円 1 億 5,119 万 6 千円 0.4% 土木費 10 億 8,643 万 1 千円 13 億 9,570 万 3 千円 △ 22.2%

総務費 20 億 9,820 万円 23 億 1,069 万 3 千円 △ 9.2% 消防費 3 億 7,918 万円 11 億 6,838 万 3 千円 △ 67.5%

民生費 45 億 4,227 万 5 千円 42 億 8,140 万 5 千円 6.1% 教育費 10 億 1,700 万 4 千円 8 億 8,784 万 4 千円 14.5%

衛生費 11 億 1,803 万 4 千円 11 億 2,576 万 6 千円 △ 0.7% 災害復旧費 2 億 1,792 万 1 千円 1 億 3,481 万円 61.7%

労働費 1,258 万 9 千円 1,279 万 1 千円 △ 1.6% 公債費 7 億 914 万円 6 億 9,500 万 3 千円 2.0%

農林水産業費 11 億 4,677 万 8 千円 11 億 3,752 万 9 千円 0.8% 予備費 3,082 万 4 千円 3,011 万 5 千円 2.4%

商工費 4 億 7,280 万 6 千円 4 億 576 万 2 千円 16.5% 合計 129億8,295万4千円 137 億 3,700 万円 △ 5.5%

※水道事業会計および病院事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計を記
載。

平成 31 年度当初予算
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平
成
31
年
度
の
職
員
数
は
、
新
規
採
用
職
員
5
人
を
迎
え
、

３
０
１
人
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
業
務
遂
行
の
た
め
、
河
野

幸
平
主
事
（
前
健
康
保
険
課
）
を
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
期
間
は
3
年
間
で
す
。

問
市
総
務
課 

人
事
係

☎
35
‐
3
7
1
1
（
課
直
通
）

①財政課

④ 市 民 の 皆 さ ん
に 信 頼 さ れ る 職
員になれるよう、
全 て の 業 務 に 全
力 で 取 り 組 み ま
す。

②山﨑 百華
③南原田

①市立病院

④「地域の皆さん
を元気・笑顔にす
る」をモットーに
精 い っ ぱ い 頑 張
ります。

②外屋 さおり
③今西

①学校教育課

④ 市 民 の 皆 さ ん
に寄り添い、目配
り・気配り、心配
り が で き る 人 間
になれるよう、ま
い進します。

②黒仁田 翔
③中原田

①市立病院

④ 誠 実 で 信 頼 の
あ る 看 護 師 を 目
指していきます。
気 軽 に お 声 か け
ください。

②豊村 梨加
③高原町

①畜産農政課

④市民の皆さんの
頼 れ る 職 員 に な
れるよう、今より
もっと活気のある
まちにできるよう
努力します。

②竹下 幸太朗
③下大河平

　

硫
黄
山
が
噴
火
し
て
か
ら
1
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
昨
年
、
硫
黄
山
の
噴
火
の
影
響
で

長
江
川
水
系
か
ら
取
水
が
で
き
な
く
な
り
、

稲
作
の
断
念
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
農
家
が
あ

り
ま
し
た
。
農
地
面
積
で
約
2
7
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
延
べ
約
3
6
0
戸
の
農
家
の
皆

さ
ん
で
す
。

　

現
在
も
硫
黄
山
の
火
山
活
動
は
続
い
て
い

ま
す
が
、
堂
本
水
路
が
使
用
で
き
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
一
部
、
稲
作
が
再
開
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
も
稲
作
が
で
き
な
い
農

家
に
対
し
て
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
平
成
31
年
度
緊
急
水
田
農
業
緊
急
支
援
事

業①
安
心
し
て
農
業
を
営
む
た
め
の
支
援

【
農
地
保
全
】

水
稲
作
付
等
が
で
き
ず
、
農
地
の
保
全
に
取

り
組
む
場
合 

※
農
地
保
全
の
た
め
耕
運
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

［
支
援
金
等
の
目
安
］

10
ア
ー
ル
あ
た
り
3
万
円
以
内

【
地
力
増
進
作
物
】

水
稲
作
付
等
が
で
き
ず
、
地
力
増
進
作
物
を

作
付
す
る
場
合

［
支
援
金
等
の
目
安
］

10
ア
ー
ル
あ
た
り
5
万
円
以
内

【
飼
料
作
物
】

水
稲
作
付
等
が
で
き
ず
、
飼
料
作
物
を
作
付

し
、
家
畜
に
供
給
す
る
場
合

［
支
援
金
等
の
目
安
］

10
ア
ー
ル
あ
た
り
5
万
5
千
円
以
内

【
露
地
野
菜
等
】

水
稲
作
付
等
が
で
き
ず
、
露
地
野
菜
等
を
作

付
す
る
場
合

［
支
援
金
等
の
目
安
］

10
ア
ー
ル
あ
た
り
3
万
3
千
円
以
内

②
景
観
作
物
集
団
導
入
支
援 

※
道
の
駅
え

び
の
周
辺
に
限
り
ま
す
。

【
景
観
作
物
集
団
化
（
土
地
所
有
者
）】

水
稲
作
付
等
が
で
き
ず
、
ヒ
マ
ワ
リ
等
の
景

観
作
物
を
集
団
で
作
付
け
す
る
場
合

［
支
援
金
等
の
目
安
］

10
ア
ー
ル
あ
た
り
1
万
円
以
内

【
景
観
作
物
集
団
化
（
作
業
管
理
者
）】

景
観
作
物
集
団
化
を
行
い
、
ヒ
マ
ワ
リ
等
を

管
理
す
る
取
り
組
み
に
支
援
し
ま
す
。

［
支
援
金
等
の
目
安
］

10
ア
ー
ル
あ
た
り
4
万
円
以
内

③
農
業
機
械
等
の
導
入
支
援

被
災
を
機
に
露
地
野
菜
等
（
飼
料
作
物
を
除

く
）
の
作
物
へ
転
換
・
規
模
拡
大
等
を
図
る

場
合
に
必
要
な
農
業
機
械
等
の
購
入
経
費
を

支
援
し
ま
す
。

［
補
助
率
］
2
分
の
1
以
内

　

ま
た
、
宮
崎
県
と
市
で
は
、
取
水
再
開
後

に
再
度
水
質
が
悪
化
し
た
場
合
を
想
定
し
て
、

長
江
川
上
流
で
水
質
の
悪
化
を
検
知
し
、
緊

急
的
か
つ
自
動
的
に
堂
本
水
路
の
ゲ
ー
ト
を

閉
鎖
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
運
用

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

水
稲
作
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
代
替
水
源
の

確
保
や
水
質
改
善
対
策
、
農
家
支
援
等
に
つ

い
て
国
、
県
に
対
し
て
要
望
し
、
一
刻
も
早

い
復
興
を
目
指
し
ま
す
。

問
市
畜
産
農
政
課 

農
産
園
芸
係

☎
35
‐
３
７
４
４
（
課
直
通
）

新たな職員を迎え
スタート

平成 31 年度のスタートにあ
たり、新規採用職員を紹介
します。
平成 31 年 4 月 1 日付けで、
5 人がえびの市役所の職員
として採用されました。
①配属先②氏名③出身地④抱負

硫黄山噴火から 1 年
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
は
、

日
本
に
住
民
票
が
あ
る
人
全
員
に
、
1

人
1
つ
の
12
け
た
の
番
号
を
付
与
し
、

「
国
民
の
利
便
性
の
向
上
」「
行
政
の
効

率
化
」「
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
」

を
目
指
す
制
度
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
、
自
分

で
申
請
し
て
取
得
で
き
る
「
顔
写
真
付

き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
カ
ー
ド
」
の
こ

と
で
す
。
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は

電
子
証
明
書
な
ど
の
機
能
を
搭
載
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
機
能
は
民
間
事
業
者

も
含
め
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※マイナンバーは、社会保障・税・災害対策の法令で定められた手続きのために、国や地方公共団体、勤務先、金融機関、年金・
医療保険者などに提供するものです。マイナンバーの提供を受けた者は、こうした法令で定められた目的以外にマイナンバーを利
用することはできません。

電
子
証
明
書
な
ど
の
利
用
の
際
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
自
体
は
利
用
す
る
こ
と

も
提
供
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
1
枚
で

で
き
る
こ
と

【
個
人
番
号
を
証
明
す
る
書
類
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

【
各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
】

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
ロ
グ
イ
ン
を

は
じ
め
、
各
種
の
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
に
利
用
で
き
ま
す
。

【
本
人
確
認
の
際
の
公
的
な
身
分
証
明

書
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人
確
認

が
同
時
に
必
要
な
時
に
、
こ
れ
1
枚
で

済
む
唯
一
の
カ
ー
ド
で
す
。
金
融
機
関

に
お
け
る
口
座
開
設
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

新
規
発
給
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

活
用
で
き
ま
す
。

【
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
に
】

　

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
を
は
じ
め
、

各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
に
利
用

で
き
ま
す
。

【
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
し
た

多
目
的
カ
ー
ド
】

　

市
区
町
村
や
国
等
が
提
供
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
毎
に
必
要
だ
っ
た
複

数
の
カ
ー
ド
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
一
体
化
で
き
ま
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
各
種
証
明
書
を
取

得
】

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
で
、
住
民
票
な
ど
の
公
的

な
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

・
利
用
で
き
る
時
間
：
午
前
6
時
30
分

か
ら
午
後
11
時
ま
で 

※
土
日
祝
日
も

対
応
（
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
を
除

く
）

※
戸
籍
証
明
は
平
日
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

・
利
用
で
き
る
店
舗
：
全
国
の
約
5
万

4
千
店
舗

・
取
得
で
き
る
証
明
書
：
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
事
項
証

明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
所
得
課

税
証
明
書
・
非
課
税
証
明
書

【行政の効率化】
行 政 機 関 や 地 方 公 共 団 体 な ど
で、さまざまな情報の照合、転記、
入力などに要している時間や労
力が大幅に削減されます。複数
の業務の間での連携が進み、作
業の重複などの無駄が削減され
ます。

【公平・公正な社会の実現】
所得や他の行政サービスの受給
状態を把握しやすくなるため、
負担を不当に免れることや給付
を不正に受けることを防止する
とともに、本当に困った人にき
め細やかな支援を行うことがで
きます。

【国民の利便性の向上】
添付書類の削減など、行政手続
きが簡素化され、国民の負担が
軽減されます。行政機関が持っ
ている自分の情報を確認したり、
行政機関からのさまざまなサー
ビスのお知らせを受け取ったり
できます。

■マイナポータル

マイナンバー制度のメリット

お
持
ち
で
す
か
？

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マイナポータルは、政府が運営するオンラインサービスです。
マイナンバーカードを使用することで、子育てに関する行政
手続きがワンストップでできたり、行政からのお知らせを受
け取ることができます。

○サービス検索・電子申請機能
　・子育てに関するサービスの検索やオンライン申請（子育
　　てワンストップサービス）ができます。
　　（例）児童手当の手続き、保育所の入所申請、妊娠の届出、
　　児童扶養手当の現況届など
　・LINE（ライン）などの画面で検索を行うこともできます。

○自己情報表示（あなたの情報）
　行政機関などが保有するあなたの個人情報を検索して確認することができます。
　・確認できる情報（例）世帯情報、税情報、予防接種情報

○情報提供など記録表示（やりとり履歴）
　あなたの個人情報を行政機関同士がやりとりした履歴を確認することができます。

○お知らせ
　行政機関などから配信されるお知らせを受信することができます。
　※今後想定されるサービス
　特定健診、予防接種、税関係、年金など社会保障関係のプッシュ通知

マイナポータルにアクセスするには、マイナンバーカードに対応するスマートフォン、または IC カー
ドリーダーとパソコンが必要です。
市では、福祉事務所や飯野・真幸出張所にマイナポータルにアクセスできる端末を設置しています。
どうぞ、ご利用ください。
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職員による写真撮影を希望す

る場合には、カード交付希望

者ご本人に「交付申請補助の

同意書」等に記入をしてもら

います。

自分で写真を用意する場合に

は、交付申請書の書き方の説

明を行います。

個人番号カード交付申請書に署名または、
記名押印し、顔写真を貼り付けます。

交付申請書の内容に間違いがないか確認し、
送付用封筒に入れて、郵便ポストに投かん
します。

デジタルカメラで顔写真を撮影し、パソコ
ンに保存します。

交 付 申 請 用 の WEB サ イ ト（https://www.
kojinbango-card.go.jp/kofushinse/） に ア ク
セスします。画面にしたがって必要事項を
入力し、顔写真を添付して送信します。

スマートフォンのカメラで顔写真を撮影し
ます。

交付申請書の QR コードを読み込み申請用
WEB サイトにアクセスします。画面にした
がって必要事項を入力の上、顔写真を添付
し送信します。

■マイナンバーカードの交付申請
　マイナンバーカードは、プラスチック製のＩＣチップ付きカードで券面に氏名、住所、生年月日、
性別、マイナンバー（個人番号）と本人の顔写真等が表示されたカードです。
　通知カードとともに送付された個人番号カード交付申請書で申請すると、マイナンバーカードの
交付を受けることができます。初回交付手数料は無料です。
　申請方法は、以下のとおりです。なお、マイナンバーカードの交付申請から市が交付通知書を発
送するまで、おおむね 1 カ月ほどかかります。

■スマートフォンによる申請

■パソコンによる申請

■郵便による申請

■マイナンバーカード申請のお手伝いをします

　市では、マイナンバーカードの作成を希望する人を対象に、交付申請書の書き方の説明や写真撮影を行
うなど、申請のお手伝いをしています。市民環境課市民・年金係に電話でご予約のうえ、お越しください。

【持参するもの】通知カードと一緒に送付された交付申請書（お持ちの場合）と運転免許証などの本人確
認書類
�市民環境課 市民・年金係　☎ 35-1117（直通）

写真撮影を希望する場合には、

職員が専用のタブレット端末

を操作して顔写真撮影を行い、

オンライン申請サイトに必要

事項を入力します。（写真撮

影は無料です。）

交付申請の約 1 カ月後に、交

付通知書が自宅に届きます。

通知書に記載された必要なも

のを持参して、通知書に記載

された期限までに、申請者本

人がお越しください。交付窓

口で本人確認のうえ、暗証番

号を設定してもらい、カード

が交付されます。

申請時

申請後
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�市畜産農政課 畜産振興室　☎35-3744（課直通）

畜 産

防疫の徹底をお願いします

　

平
成
22
年
4
月
28
日
に
え

び
の
市
で
発
生
し
た
口
蹄
疫

終
息
か
ら
間
も
な
く
9
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
の

防
疫
に
対
す
る
意
識
は
低
下

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

終
息
ま
で
見
え
な
い
ウ
イ

ル
ス
に
日
夜
消
毒
作
業
を

行
っ
て
い
た
こ
と
等
、
当
時

の
防
疫
意
識
の
高
さ
を
今
一

度
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
4
月
20
日
、
口

蹄
疫
が
県
内
で
発
生
し
、
え

び
の
市
で
は
６
２
７
頭
、
県

内
全
体
で
は
29
万
頭
も
の
家

畜
が
処
分
さ
れ
る
大
惨
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
、

発
生
農
場
お
よ
び
近
隣
農
場

は
家
畜
の
殺
処
分
や
、
生
き

た
家
畜
、
た
い
肥
の
移
動
が

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

セ
リ
市
が
8
月
ま
で
中
止
に

な
り
、
市
内
の
農
家
や
畜
産

関
係
者
の
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。さ
ら
に
、

人
・
物
の
動
き
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、観
光
や
商
業
等
、

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
え
び
の
市
で
は

●毎月 20 日は、県下一斉消毒の日です

全
車
両
消
毒
等
、
市
民
一
体

と
な
っ
た
防
疫
を
行
い
、
6

月
4
日
に
全
て
の
制
限
が
解

除
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
り
、
人
・
物
が
世
界
中
で

頻
繁
に
行
き
来
す
る
中
、
家

畜
伝
染
病
も
い
つ
・
ど
こ
か

ら
侵
入
す
る
か
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
に
入
り
、
東
ア
ジ
ア

地
域
に
お
い
て
、
韓
国
で
3

件
の
口
蹄
疫
発
生
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
国
内
侵
入
リ
ス

ク
は
依
然
と
し
て
高
い
状
態

に
あ
り
ま
す（
平
成
31
年
3

月
28
日
現
在
）。

　

い
つ
口
蹄
疫
が
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
、

二
度
と
あ
の
時
の
よ
う
な
被

害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の

徹
底
お
よ
び
農
場
防
疫
体
制

の
再
確
認
等
、
畜
産
農
家
一

人
一
人
の
防
疫
意
識
が
大
切

で
す
。
え
び
の
市
の
畜
産
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
防

疫
の
徹
底
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

え
び
の
市
で
は
、「
現
金
主

義
・
単
式
簿
記
」
に
よ
る
現
行

の
地
方
自
治
体
の
会
計
制
度
に

「
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
」
と

い
っ
た
企
業
会
計
的
要
素
を
取

り
込
ん
だ
新
地
方
公
会
計
制
度

に
基
づ
き
、
一
般
会
計
等
に
地

方
公
営
事
業
会
計
お
よ
び
関
係

団
体
を
連
結
し
た
財
務
書
類
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
「
総
務
省

方
式
改
訂
モ
デ
ル
」
で
財
務
書

類
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

全
国
の
各
地
方
自
治
体
に
お
い

て
複
数
の
モ
デ
ル
が
混
在
し
、

各
団
体
間
の
比
較
が
で
き
な
い

な
ど
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
複
式
簿
記
の
導
入
、

固
定
資
産
情
報
の
把
握
を
前
提

と
し
、
他
団
体
と
の
比
較
を
可

能
に
す
る
「
統
一
的
な
基
準
」

が
総
務
省
よ
り
示
さ
れ
、
え
び

の
市
に
お
い
て
も
平
成
28
年
度

決
算
よ
り
「
統
一
的
な
基
準
」

を
用
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
の
財
務
書

類
を
も
と
に
、
市
の
財
政
状
況

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算

し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

財
務
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て

■連結対象となる会計・団体・法人

■市民一人当たりのバランスシート

■連結決算日　平成 30 年 3 月 31 日

■総資産合計　530 億 182 万 3 千円、人口 19,607 人（平成 30 年 3 月 31 日現在）

団体・会計の区分 会計名または組織名

一般会計等 一般会計

特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

公営企業会計
水道事業会計

病院事業会計

一部事務組合・広域連合

西諸広域行政事務組合

宮崎県後期高齢者医療広域連合

宮崎県自治会館管理組合

地方公社・第三セクター等 該当なし

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

え
び
の
市

関
係
団
体

公
営
事
業
会
計

貸方（公共資産や株、預金などの資産） 借方（資産を手に入れるために払ったお金と借金）

○土地や建物などの公共資産
212 万 1 千円

○借金（負債）
70 万 6 千円

○株などへの投資
29 万 9 千円 ○すでに支払った額（純資産）

199 万 7 千円○現金・預金
28 万 3 千円

資産合計
270 万 3 千円

負債・純資産合計
270 万 3 千円

�市財政課 財政係　☎35-3716（課直通）

財 政

市民1人当たりのバランスシート

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対

照
表
）
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
保
有
す
る

資
産
（
財
産
）
と
、
そ
の
資
産

を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、

純
資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を

総
括
的
に
対
照
表
示
し
た
財
務

書
類
で
す
。
表
内
の
資
産
合
計

額
（
貸
方
）
と
負
債
・
純
資
産

合
計
額
（
借
方
）
が
一
致
し
、

左
右
が
均
衡
（
バ
ラ
ン
ス
）
し

て
い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

畜舎の消毒

出荷後、敷料を除去した空の畜舎

などを、動力噴霧機で洗浄・消毒

します。動噴がない場合は、消毒

薬をジョウロなどで散布しましょ

う。

消石灰散布

車両が入ってくる農場入口に、全

体的に白くなるように散布します。

車両のタイヤが十分に一周するく

らいの長さ・幅で散布してくださ

い。

踏み込み消毒槽の

設置・点検

畜舎入口には、踏み込み消毒槽を

必ず設置するようにしてください。

泥や土等が大量に混ざると効果が

薄まりますので、こまめに点検し、

消毒薬が汚れていたらすぐ取り替

えるようにしましょう。

畜舎範囲の清掃
畜舎周囲の除草や草刈り等を含め

た環境の整備に努めましょう。

家畜を守るのは、農場主自身が防疫体制を整
えることが大前提です。消石灰の定期的な散
布、踏み込み消毒槽の設置・定期的な消毒薬
の交換、農場立入者の記帳等、従業員や家族
一丸となって、防疫体制を整えるよう、よろ
しくお願いします。
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※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は河川Ａ類型
( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えることがあります。

●検査結果（検査日：平成 31 年 2 月 2 日）

項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPN/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25 以下 1,000 以下

下久保原橋 7.6 12.6 0.5 未満 1.0 未満 230

二十里橋 7.5 12.4 0.5 未満 1.0 未満 170

池島橋 7.6 11.2 0.5 未満 1.0 未満 1,700

長江川橋 7.4 11.9 0.5 未満 6.0 1,300

関川橋 7.8 11.6 0.5 未満 1.0 未満 110

新岩次橋 7.4 11.2 0.5 未満 1.0 未満 140

山川橋 7.3 13.1 0.5 未満 1.0 未満 80

�市民協働課 市民協働係　☎35-1118（直通）

協 働 自治会活動の支援を行います

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加

久
藤
地
区
、
真
幸
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、
各
自
治
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会
活
動

の
情
報
提
供
や
地
域
の
実
情
の

把
握
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化

に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
行
う
世
代
間
交

流
事
業
や
学
習
会
、
地
域
づ
く

り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政
と
の

連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ

と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
交
流

で
き
る
施
設
で
す
。
い
つ
で
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活

性
化
や
防
災
対
策
な
ど
地
域
の

問
題
解
決
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地

域
を
も
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

�市民環境課 生活環境係　☎35-3731（直通）

環 境 河川水質検査結果

　

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全

の
た
め
に
水
質
検
査
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
カ

所
で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目

（
Ｐ
Ｈ
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、

Ｄ
Ｏ
＝
溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ

＝
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、

Ｓ
Ｓ
＝
浮
遊
物
質
量
、
大
腸
菌

群
数
）
の
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、

河
川
の
生
活
排
水
処
理
対
策
を

行
い
、
河
川
の
汚
濁
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁

防
止
に
心
が
け
、
私
た
ち
の
共

有
す
る
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る

河
川
の
環
境
保
全
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て

く
だ
さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い

て
は
、
何
ら
か
の
罰
則
規
定
等

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

�市福祉事務所 福祉係　☎35-1115（直通）

福 祉 共生することができる地域社会の実現のために

　

市
で
は
、
平
成
30
年
3
月

に
「
え
び
の
市
こ
こ
ろ
を
つ
な

ぐ
手
話
言
語
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
今
ま
で
手
話
は
言
語

と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
ま
た
、
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が

整
備
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

で
、
ろ
う
者
（
聴
覚
に
障
が
い

を
持
つ
人
）
は
多
く
の
不
便
や

不
安
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
手

話
を
「
言
語
」
と
し
て
捉
え
、

障
が
い
の
あ
る
人
な
い
人
に
か

か
わ
ら
ず
、
共
生
す
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ

て
か
ら
1
年
間
、
市
で
は
手
話

サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
、
多
く
の

人
に
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
ま
た
、
手
話
に

接
す
る
機
会
を
増
や
し
て
も
ら

う
た
め
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
度
は
市
内
小
中
学

校
で
手
話
講
座
を
実
施
し
、
実

際
に
ろ
う
者
と
触
れ
合
い
な
が

ら
手
話
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

手
話
に
対
す
る
関
心
や
、
ろ
う

者
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
で
は
手
話
へ

の
理
解
と
普
及
活
動
、
手
話
を

使
用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

手
話
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
い

人
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

【
開
催
日
】
毎
週
木
曜
日

【
時
間
】
午
後
7
時
30
分
～

【
場
所
】
市
文
化
セ
ン
タ
ー

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号
飯野地区 甲斐　陽二 33-0030
上江地区 岡元　秋人 33-5799
加久藤地区 愛甲　文広 35-1755
真幸地区 黒松　優子 37-3221

手話サークルで、手話を学ぶ参加者

�市基地・防災対策課 基地・防災対策係　☎35-1119（直通）

防 災 市民の安全・安心のために消防車両2台を新しく

　

え
び
の
市
消
防
団
第
1
分
団

第
10
部（
大
明
司
・
山
内
）と
第

3
分
団
第
4
部（
下
浦
・
柳
水

流
・
亀
沢
）の
消
防
車
両
2
台

が
更
新
さ
れ
、
3
月
18
日
に
市

役
所
本
庁
で
引
渡
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

更
新
さ
れ
た
消
防
車
両
は
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
で

す
。
導
入
費
用
の
約
4
分
の
1

を
県
の
地
域
消
防
防
災
活
動
支

援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て

更
新
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
費
用

は
、
１
３
１
３
万
２
８
０
０
円

（
２
台
分
）で
す
。
市
で
は
、
消

防
団
の
消
防
車
両
を
古
い
も
の

か
ら
順
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

引
渡
式
で
、
え
び
の
市
消
防

団
の
原
田
芳
和
団
長
は
、「
よ

り
一
層
、
地
域
住
民
の
た
め
に

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
第
3
分

団
第
4
部
の
内
田
直
希
部
長
は

「
装
備
が
一
新
し
て
、
あ
り
が

た
い
で
す
。
団
員
の
励
み
に
も

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。更新された消防団の消防車両

岡元さん、甲斐さん、愛甲さん、黒松さん（左から）

●問い合わせ先
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�観光商工課 観光係　☎35-1114（直通）

観 光 足湯の駅えびの高原・りんどうは市が運営します

　

宮
交
シ
ョ
ッ
プ
ア
ン
ド
レ
ス

ト
ラ
ン
株
式
会
社
が
運
営
し
て

き
た
、
え
び
の
高
原
の
「
足
湯

の
駅
え
び
の
高
原
」お
よ
び「
り

ん
ど
う
」
の
両
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降

休
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
同
社
と
え
び
の
市

で
、協
議
を
進
め
て
き
た
結
果
、

両
施
設
を
同
社
か
ら
市
が
無
償

で
譲
渡
を
受
け
、
今
後
は
、
市

が
運
営
を
継
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

■
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原

【
営
業
時
間
】
午
前
9
時
～
午

後
5
時

【
施
設
利
用
案
内
】

［
1
階
］
観
光
案
内
、
休
憩
ス

ペ
ー
ス
、
ト
イ
レ

［
2
階
］
未
定

■
り
ん
ど
う

【
営
業
時
間
】
午
前
9
時
～
午

後
5
時

【
施
設
利
用
】
飲
食
ス
ペ
ー
ス
、

物
販
ス
ペ
ー
ス 

※
今
ま
で
ど

お
り
の
運
営
で
す
。

足湯の駅えびの高原

�市畜産農政課 畜産農政係　☎35-3744（課直通）

農 業 平成31年えびの市農業振興大会

　

3
月
26
日
、
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
31
年
え
び
の
市

農
業
振
興
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
農
業
関
係
者
の

意
識
や
行
動
意
欲
の
醸
成
・
向

上
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

同
会
に
は
、
市
内
の
農
業
関

係
者
約
１
８
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
会
で
は
、
え
び
の
市
農
業

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
地
域

の
農
林
水
産
業
に
貢
献
さ
れ
た

5
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
、
農
事
組
合
法

人
は
な
ど
う
代
表
黒
木
親ち

か
ゆ
き幸
氏

を
講
師
に
招
き
、「
新
燃
岳
が

教
え
て
く
れ
た
私
た
ち
の
可
能

性
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
林
秀
峰
高
等
学
校

農
業
科
2
年
柳
田
誠
也
さ
ん
と

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
青
年

部
津
留
聡
さ
ん
が
発
表
を
し
ま

し
た
。

【
え
び
の
市
農
業
功
労
者
賞
受

賞
者
】

上
村
カ
オ
リ
さ
ん
（
岡
松
）

川
口
三
雄
さ
ん
（
末
永
）

新
出
光
孝
造
さ
ん
（
末
永
）

嶽
元
源
一
さ
ん
（
東
川
北
）

森
永
華
奈
さ
ん
（
杉
水
流
）

りんどう

えびの市農業功労者賞を受賞した皆さん

はなどうでの取り組みを話す黒木氏

　連休中、本庁、飯野・真幸出張所は閉庁します。各種手続きなどは早めに済ませましょう。なお、連休中
も出生届・婚姻届・死亡届などの届出は守衛室で受け付けます。

【連休中の届出の注意点】届出の前に内容をよく確認して不備がないようお願いします。連休前に、市役所
窓口で確認を受けることをお勧めします。

�市民環境課 市民・年金係　☎35-1117（直通）

大型連休に関する市役所からのお知らせ
■婚姻届などの戸籍の届出は守衛室で受け付けます

　4月30日に今上天皇が譲位され、5月1日に新天皇が即位されることに合わせて、次の日時で記帳台を設置
します。

設置期間 設置場所 設置時間
4 月 24 日（水）～ 26 日（金） 本庁 2 階ロビー、飯野・真幸出張所ロビー

午前 9 時～午後 5 時4 月 27 日（土）～ 5 月 6 日（月） 本庁 1 階守衛室前
5 月 7 日（火）～ 5 月 8 日（水） 本庁 2 階ロビー、飯野・真幸出張所ロビー

�市企画課 秘書係　☎35-1111（内線302）

■記帳台の設置

　連休中の在宅当番医は次のとおりです。なお、日程が変更になる場合がありますので、受診の際は事前に
各医療機関へお問い合わせください。

■西諸地域の日曜祝日在宅当番医

　市文化センター、市民図書館、市歴史民俗資料館の連休中の対応についてお知らせします。
【市文化センター】［休館日］4 月 29 日（月）～ 5 月 7 日（火）

�市文化センター　☎35-2268
【市民図書館・市歴史民俗資料館】［休館日］4 月 30 日（火）、5 月 7 日（火）

�市民図書館　☎35-0242
�市歴史民俗資料館　☎35-3144

■文化施設の休館日

4 月 28 日（日） 4 月 29 日（月） 4 月 30 日（火）

いしざわ循環器内科 33-1438 杉原耳鼻咽喉科 21-3100 えびの共立病院 37-1313

西小林診療所 27-1034 宮崎医院 22-2841 前田内科医院 22-5802

沖内科小児科医院 22-4043 川井田医院 42-2000 小林中央眼科 23-5300

5 月 1 日（水） 5 月 2 日（木） 5 月 3 日（金）

えびの第一クリニック 33-0148 京町温泉クリニック 37-2233 京町共立病院 37-1011

すわクリニック 22-6489 内村病院 23-2575 園田病院 22-2221

桑原記念病院 22-4138 和田クリニック 23-5653 髙﨑皮膚科医院 22-8521

5 月 4 日（土） 5 月 5 日（日） 5 月 6 日（月）

えびのセントロクリニック 33-5777 えびの整形外科医院 35-1250 前田医院 35-1151

槙内視鏡内科医院 22-2819 柊山医院 22-2503 堀胃腸科外科医院 23-3988

整形外科押領司病院 22-3131 国民健康保険高原病院外科 42-1022 押川病院 44-1005

【収集日】［5 月 2 日（木）］毎週月曜・木曜収集の地区［5 月 3 日（金）］毎週火曜・金曜収集の地区
【稼働日】［4 月 27 日（土）］午前 8 時 30 分～正午［5 月 2 日（木）・3 日（金）・7 日（月）］午前 8 時 30

分～正午、午後 1 時～午後 5 時
�美化センター　☎33-5782

■燃やせるごみの収集日と美化センターの稼働日

�市健康保健課 市民健康係　☎35-1116（直通）
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火災予防を呼びかけ

春季全国火災予防運動

　西諸広域行政事務組合えびの消防署が火災予
防に向けた啓発活動を行いました。これは、3
月 1 日から 7 日までの平成 31 年春季全国火災
予防運動に合わせて行ったものです。
　同署員 13 人が参加し、火災予防や火災報知
機の設置を呼び掛けながら、えびの自衛隊駐屯
地入口から鹿児島県境付近で折り返し、プラッ
セだいわまで走りました。また、プラッセだい
わでは、火災予防を呼びかけました。

3/1

聴くことの大切さを学ぶ

傾聴研修会

　市文化センターで傾聴研修会が行われまし
た。これは、傾聴のことを学んで、コミュニ
ケーション能力の向上やよい人間関係を築くた
めに役立ててほしいと市地域包括支援センター
が行ったものです。研修会には、約 60 人の市
民が参加し、講師に中部学院大学人間福祉学部
人間福祉学科専任講師の小松尾京子氏を招き、

「『聴く』ことからはじめよう！」という演題で
グループワークを交えて行われました。

3/12

子どもたちの安全のために

防犯ブザー 160個を贈呈

　西諸地区生コンクリート事業協同組合の役員
2 人が市長を訪問し、防犯ブザー 160 個を市に
寄贈しました。これは、同組合が今春小学 1 年
生になる児童の防犯に役立ててもらおうと、毎
年行っているものです。
　寄贈にあたり同組合の外村公明さんは「子ど
もたちの安全を守るために、活用してください」
と話していました。
　ブザーは、入学式で新 1 年生に配られました。

3/19

写真は自由な発想で

西本喜美子さんトークショー

　文化センターで西本喜美子さんトークショー
が行われました。西本さんは現在、90 歳で、
ユニークな自撮り写真がメディア等でも取り上
げられて話題となり、Instagram（インスタグ
ラム）のフォロワーは 21 万 2 千人を超えてい
る人です。写真を始めたのは 72 歳からという
西本さんは「写真は自由です。そして、写真仲
間や友人との交流が楽しくて、やめられません」
と笑顔で話していました。

3/23

地域で活用するために

えびの駅耐震改修等工事竣工式

　JR 吉都線えびの駅本屋保存活用耐震改修等
工事竣工式が行われました。JR 吉都線えびの
駅の適正な保存と地域住民が主体的に関わる
ことができるような活用を実現するために、
2018 年から工事を開始し、3 月 5 日に完了し
ました。
　竣工式では、テープカットや工事施工業者等
への感謝状贈呈が行われ、閉式後には内覧会も
行われました。

3/17

迅速な人命救助につなげる

災害救助犬に関する協定締結式

　市役所本庁で「災害時における災害救助犬の
出動および捜索活動に関する協定締結式」が行
われました。これは、市と特定非営利活動法人
九州災害救助犬協会が、市内で大規模な災害や
事故が発生した場合に、被災者の捜索活動を円
滑に行うために結んだものです。
　締結式後には、市内在住の新久保美枝子指導
士と救助犬による訓練のデモンストレーション
が行われました。

3/27

物産販売所の拡張を祝う

道の駅えびのリニューアルオープン
　
道
の
駅
え
び
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
物
産
販
売
所
「
結
い
の

市
」
の
拡
張
整
備
等
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
式
典

に
は
、
関
係
者
約
50
人
が
参
加
し
、

く
す
玉
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
道
の
駅
え
び
の
の
指
定
管
理
者
で

あ
る
え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
の
代

表
理
事
組
合
長
小
吹
敏
博
氏
は
「
道

の
駅
え
び
の
は
、
毎
年
売
り
上
げ
が

上
が
っ
て
お
り
、
来
場
者
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
以
上
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

3/23
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「
将
来
は
、
料
理
を
自
分
で
育
て
た
食
材

だ
け
を
使
っ
て
作
り
た
い
で
す
」
と
話
す
の

は
、
木
戸
悠
輔
さ
ん
で
す
。
木
戸
さ
ん
は
、

平
成
26
年
4
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
着
任
し
、3
年
間
の
任
期
を
終
え
た
後
、

中
内
竪
で
飲
食
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

木
戸
さ
ん
は
、
1
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
一

般
社
団
法
人
日
本
ジ
ビ
エ
振
興
協
会
主
催
の

第
3
回
ジ
ビ
エ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
第
3

位
に
あ
た
る
同
協
会
代
表
理
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
料
理
は
「
鹿
肉
の
ク
ス
ク
ス
」
で

す
。「
鹿
肉
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
が
合
う
か

な
と
思
っ
て
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
料
理
の
ク
ス
ク

ス
を
参
考
に
作
り
ま
し
た
。
え
び
の
に
来
て

か
ら
鹿
肉
を
使
っ
た
料
理
は
い
ろ
い
ろ
試
し

て
い
た
の
で
、
腕
試
し
と
い
う
気
持
ち
で
応

募
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

大
き
な
ま
ち
に
い
た
頃
は
食
べ
歩
き
を
し

て
料
理
の
研
究
を
し
て
い
た
と
い
う
木
戸
さ

ん
。「
食
べ
歩
き
だ
け
で
は
限
界
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
ま
ち
と
違
っ
て
え
び
の
で
は
、

自
分
で
野
菜
や
ハ
ー
ブ
な
ど
を
栽
培
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
そ
の
食
材
を
使
っ
て
い
ろ
い

ろ
試
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ

ま
す
。

　
「
お
米
や
野
菜
な
ど
は
え
び
の
産
中
心
の

食
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
新
鮮
で
良
質
な

も
の
だ
か
ら
で
す
。
最
終
的
に
は
自
分
で
有

機
栽
培
し
た
食
材
を
使
っ
て
、
安
全
・
安
心

な
料
理
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
た
い
で
す
。
え

び
の
は
、
そ
れ
を
か
な
え
ら
れ
る
良
い
条
件

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

木
戸
悠
輔
さ
ん

Profile

きどゆうすけ／西内竪
／ 38 歳 ／ 趣 味：音 楽
鑑賞

自分で育てた
食材で料理を
提供したい

消防団員としての決意誓う

えびの市消防団入退団式
　
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
31
年

度
え
び
の
市
消
防
団
入
退
団
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
た

に
21
人
が
消
防
団
に
入
団
、
31
人
が

退
団
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
中
隊
長

や
小
隊
長
、
新
入
団
員
な
ど
へ
の
辞

令
交
付
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
2
分

団
第
7
部
に
入
部
し
た
前
原
雄
大
さ

ん
が
「
不
公
平
な
ら
び
に
偏
見
を
避

け
、
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の

義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

4/6

腕前を競い合う

宮崎VS鹿児島eスポーツ合戦

　グリーンパークえびので「宮崎 VS 鹿児島 e
スポーツ合戦～春の陣～」が行われました。
　e スポーツとは、コンピューターゲーム、ビ
デオゲームを使った対戦をスポーツ競技として
捉えることをいいます。
　同大会には、約 40 人が参加し、3 つの競技
で腕前を競いました。市内外から訪れた観戦者
は、スマートフォンで写真を撮ったりするなど
して楽しんでいました。

4/6

地域の安全を呼びかける

地域安全・交通安全運動決起集会

　市文化センターで「地域安全・交通安全運動
決起集会」が行われました。集会には、41 団
体の約 230 人が参加しました。この決起集会は、
犯罪や交通事故のない安心して生活できるえび
の市を目指そうと行われているものです。
　集会では、新入学児童生徒の代表に防犯ブ
ザーなどが手渡されました。集会の最後には、
参加者全員でがんばろう三唱を行い、交通事故
防止などへの決意を固めました。

4/5
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人
は
、
腎
臓
で
作
ら
れ
た
お
し
っ
こ

が
ぼ
う
こ
う
に
た
ま
っ
て
い
っ
ぱ
い
に

な
る
と
、
ぼ
う
こ
う
か
ら
神
経
を
通
じ

て
脳
に
伝
わ
り
、「
お
し
っ
こ
を
し
た

い
」
と
感
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
サ
イ
ン
を
出
す
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
保
護
者
は
、
そ
の
サ
イ

ン
に
丁
寧
に
反
応
し
、
お
し
っ
こ
を
し

た
い
と
い
う
感
覚
を
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始

め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
ま
し
ょ
う
。

し
っ
こ
を
認
知
し
ま
す
。そ
れ
を
繰
り

返
し
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
排
尿
の
感

覚
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
る
時

期
は
個
人
差
が
あ
り
、
失
敗
と
成
功
を

繰
り
返
し
ま
す
。
保
護
者
は
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
進
め
る
際
、
無
理
強
い
し
な

い
こ
と
と
気
長
に
進
め
る
こ
と
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

　

オ
ム
ツ
は
は
ず
れ
て
い
く
も
の
で

す
の
で
、
保
護
者
も
焦
ら
ず
、
叱
ら
ず
、

心
の
余
裕
を
も
っ
て
進
め
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

高
妻
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

無
理
の
な
い
子
ど
も
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

　

お
子
さ
ん
が
、
一
人
で
歩
け
て
い
て
、

言
葉
を
理
解
で
き
、
片
言
で
も
意
思
を

伝
え
ら
れ
、
オ
ム
ツ
が
ぬ
れ
る
間
隔
が

空
い
て
き
た
な
ど
が
見
ら
れ
て
き
た
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

朝
起
き
た
時
、
寝
る
前
な
ど
、
オ
ム

ツ
が
ぬ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
ト
イ
レ

に
誘
い
座
ら
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。偶

然
で
も
成
功
し
た
ら
「
お
し
っ
こ
出
た

ね
」
な
ど
と
お
し
っ
こ
を
見
な
が
ら
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
は
「
出

し
た
」「
見
た
」「
聞
い
た
」
こ
と
で
お

気
付
い
て
い
な
い
だ
け
で
、
偏
見
や
差

別
を
恐
れ
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
つ

ら
い
思
い
や
不
安
な
思
い
を
し
て
い

る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

「
レ
ズ
ビ
ア
ン
」「
ゲ
イ
」
な
ど
の
言
葉

を
聞
く
こ
と
が
嫌
だ
と
感
じ
た
り
、
傷

つ
い
た
り
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

人
間
の
性
は
、
単
純
に
2
つ
に
分
け

ら
れ
る
ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
L
G
B
T
に
つ
い
て
、
正
し
い

理
解
と
知
識
を
持
ち
、
性
の
多
様
性
を

認
め
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
社
会
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

L
G
B
T
等
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

　

こ
こ
数
年
メ
デ
ィ
ア
に「
L
G
B
T
」

と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
L
G
B
T
と
は
、
女
性
を
好

き
に
な
る
女
性
「
レ
ズ
ビ
ア
ン
」
の
L
、

男
性
を
好
き
に
な
る
男
性
「
ゲ
イ
」
の

G
、同
性
も
異
性
も
好
き
に
な
る
人「
バ

イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
」
の
B
、
体
と
心
の

性
が
一
致
し
な
い
人
「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
の
T
の
頭
文
字
を
と
っ
て
作

ら
れ
た
言
葉
で
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）
の
人
を
表

す
総
称
の
1
つ
と
し
て
使
わ
れ
る
言
葉

で
す
。

　

電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
が
実

施
し
た
2
0
1
8
年
の
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
8
・
1
％
が
L
G
B
T
当
事
者

で
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。日
本
人

の
11
人
に
1
人
が
L
G
B
T
当
事
者
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
日
本
人
に
占
め
る

左
利
き
の
人
と
同
じ
く
ら
い
の
割
合
で

す
（
2
0
1
5
年
調
査
7
・
6
％
、
13
人

に
1
人
）。

　

自
分
の
周
り
に
は
い
な
い
と
感
じ
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

交通事故を防ぎましょう

えびの署の人事異動

4月 1 日付けの人事異動で職員がかわりました。

【着任】署長 上杉恒雄（消防本部予防課長）、竹山和
重（中央消防署）、松岡裕一（中央消防署）、鶴薗達哉（高
原分遣所）、三角慧（中央消防署）

【離任】前原泰典（中央消防署長）、上田芳文（野尻
分遣所）、大木場美晴（中央消防署）、中間秀（野尻
分遣所）、重留良次（中央消防署）、日髙拓弥（中央
消防署）
　市民の皆さんの生命、身体、財産を全力で守り、
信頼してもらえるえびの消防署員であるよう精進し
ていきます。

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動 が 行 わ れ ま す 。運 動 の
重 点 目 標 は 次 の と お り で す 。

○ 脇 見 ・ぼ ん や り 等 の 漫 然 運 転 追 放 と 歩 行 者 優
先 運 転 の 推 進
○ 子 ど も と 高 齢 者 の 安 全 な 通 行 の 確 保 と 高 齢 運
転 者 の 交 通 事 故 防 止
○ 自 転 車 の 安 全 利 用 の 推 進
○ 全 て の 座 席 の シ ー ト ベ ル ト と チ ャ イ ル ド シ ー
ト の 正 し い 着 用 の 徹 底
○ 飲 酒 運 転 の 根 絶

【 期 間 】5 月 1 1 日（ 土 ）～ 5 月 2 0 日（ 月 ）

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 2件
救 急 64件 年 計 229件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

3月の交通事故発生状況
人 身 1件 本年累計 5件
物 件 39件 本年累計 89件

L i f e l o n g  s p o r t

生涯スポーツ

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、

日
本
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の

実
現
を
掲
げ
て
、
1
9
9
5
年
か
ら
文

部
科
学
省
が
実
施
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
施
策
の
1
つ
で
す
。幅
広
い
世
代

の
人
が
各
自
の
興
味
関
心
・
競
技
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
、
地
域

密
着
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

市
内
に
は
、
3
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

毎
週
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
や

教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
の

誰
も
が
参
加
で
き
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
は
じ
め
、
文
化
サ
ー
ク
ル
な
ど
多
く

の
種
目
が
あ
り
ま
す
。
目
的
、
関
心
や

技
術
・
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
気
軽
に

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。健
康
増
進
、

仲
間
づ
く
り
、
趣
味
づ
く
り
の
た
め
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

3
つ
の
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ
か
に
入
会

し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
の

サ
ー
ク
ル
や
教
室
へ
の
参
加
が
で
き
ま

す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
ク

ラ
ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ク
ラ
ブ
年
会
費
】

一
般
会
員　

４
８
０
０
円

家
族
・
夫
婦
会
員　

４
５
０
０
円

中
学
生
以
下
会
員　

３
６
０
０
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
い
の
夢
ク
ラ
ブ

☎
0
8
0
‐
1
7
7
5
‐
5
3
3
2

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
い
汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ

☎
0
9
0
‐
3
0
1
0
‐
2
2
9
0

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
真
幸
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
ク
ラ

ブ☎
0
8
0
‐
1
7
3
6
‐
9
0
8
4

　
　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
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お 知 ら せ

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

花
冷
え
の
寒
さ
忘
る
る
咲
く
花
に

心
和
み
て
児
童
見
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
ヤ
子

　
卯
の
花
月
の
晴
天
の
清
々
し
さ
は
、
冬
の
名
残
り
の
風
と
春
の
太
陽
の
光
が
作
り
出

す
。作
者
は
早
朝
よ
り
何
年
も
極
寒
の
朝
、
炎
暑
の
朝
も
児
童
の
見
守
を
さ
れ
て
い
る
。

朝
ざ
む
の
霧
の
中
で
春
の
芽
吹
の
花
々
を
見
て
子
供
達
へ
の
や
さ
し
い
笑
顔
と
な
る
。

心
根
の
良
く
表
れ
た
す
ば
ら
し
い
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌隣

に
も
成
果
分
け
や
る
初
蕨
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へんてこりんな宇宙図鑑

岩谷圭介／文
柏原昇店／絵

（キノブックス）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

脳セラピー折り紙

小林利子／著
（ブティック社）

◎お知らせ

■こどもの日作品展示
●期間＝4月28日（日）～ 5月6日（月）※30日（火）は休館
●場所＝図書館・歴史民俗資料館
●内容＝市内の保育園・幼稚園の園児の作品を展示します。
園児たちのかわいい作品を、ぜひ、ご覧ください。

5 月 時間
岡元小学校→市立病院→
さくら苑 8 日（水）、22 日（水）13：15 ～ 15：15

プラッセだいわ→真幸地
区体育館→老人福祉セン
ター

9 日（木）、23 日（木）14：05 ～ 15：55

飯 野 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン
ター

10 日（ 金 ）、24 日
（金） 14：05 ～ 14：30

飯野駅前地区体育館→飯
野出張所

15 日（ 水 ）、29 日
（水） 14：05 ～ 15：15

麓橋団地→大平職員宿舎
→自衛隊官舎

17 日（ 金 ）、31 日
（金） 14：50 ～ 16：30

◎ブックランド号

■こどもの日特別企画
「こどもだけのチャレンジ！」自分と家族の借りた本を

返却してみよう！
●日時＝5月5日（日）
●場所＝図書館カウンター

■こどもの読書週間企画
「ドは読書のド♪」特集展

●期間＝4月23日（火）～ 5月31日（金）
●場所＝児童コーナー
●内容＝楽しい絵本が勢ぞろい！

■雑誌処分展
●期間＝4月27日（土）～ 5月6日（月）
●場所＝図書館玄関
●内容＝英字新聞も処分します。カウンターへお申し込み
ください。なくなり次第終了します。

「えびの駐屯地創立38周年記念行
事」を開催します

　えびの駐屯地では、えびの駐屯地創立38周年記念行事
を行います。記念行事は2部構成で、2日間行います。市
民の皆さん、ぜひ、ご観覧ください。
■第1部

【開催日】5月25日（土）雨天決行 ※荒天時は中止
【内容】市中パレード：午後2時～午後2時30分

第8音楽隊ミニコンサート：午後1時15分～午後1時45分
装備品展示：午前11時～午後2時30分

【場所】タイヨー駐車場、県道飯野停車場線（ Aコープ飯
野店から鹿児島銀行えびの支店まで）※パレードコース
は、午後1時40分～午後2時40分まで通行止めになります。
観覧者は、飯野小学校、飯野地区コミュニティセンター、
えびの市民体育館駐車場をご利用ください。
■第2部

【開催日】5月26日（日）雨天決行 ※荒天時は中止
【時間】午前9時～午後3時（一般開放実施時間）
【場所】えびの駐屯地
【内容】観閲式・観閲行進、模擬売店、訓練展示、装備品展

示、体験搭乗
問えびの駐屯地広報室
☎33-3904（内線 272・273）
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

軽自動車税は納期限内に納めましょ
う

　軽自動車税は、毎年4月1日現在で、宮崎運輸支局に登

録されている軽自動車や126㏄以上のバイク、市町村で
登録されているバイク（ 125㏄以下）や小型特殊自動車
を持っている人に課税されます。
　軽自動車の所有者は、5月31日（金）までに軽自動車税
を納めてください。市役所または金融機関、各コンビニ
エンスストアでも軽自動車税を納めることができます。
詳しくは、納税通知書をご覧ください。
　平成31年度の軽自動車税の納税通知書は、5月上旬に
発送予定です。もし、5月中旬までに納税通知書が届かな
いときは、市税務課にお問い合わせください。
　なお、障がい者のために使用する軽自動車について、
一定の要件に該当する場合は、5月31日までに申請すれ
ば、軽自動車税が減免されます。

【軽自動車税の口座振替日】軽自動車税の納期限は5月31
日ですが、口座振替日は5月24日（金）の予定です。振替
日の前日までに預金残高の確認をしてください。

【軽自動車税はスマートフォンアプリPayBでお支払いで
きます】PayBとは、コンビニ払込票のバーコードを読み
取ることで預金口座からさまざまな代金を直接支払うこ
とができるスマートフォンアプリです。平成31年度軽自
動車税についても利用可能です。
　なお、PayBで納付した人は、納税証明書を取得する際、
支払った画面を市税務課で提示してください。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）

メンバーを募集
「若者プロジェクトMAIKA」
　若者プロジェクトMAIKAでは、一緒にイベントを企画す
るメンバーを募集しています。MAIKAは、20代から30代ま
での市内在住または在勤の若者で構成され、主に若者向
けのイベントを企画しているチームです。皆さんのアイデア
で、一緒にえびの市を盛り上げませんか。

【活動内容】イベント企画（年2 ～ 3回）
【加入条件】えびの市を盛り上げたいと思っている人 

※18歳未満の人は保護者の承諾が必要です。
　詳しくは、以下にお問い合わせください。
問市社会教育課 社会教育係
☎35-2268（課直通）
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［移住者住宅取得支援金］住宅取得経費の10％
※市内業者を利用して住宅を新築した場合または市内業
者から新規購入をした場合は上限50万円、市内業者以外
を利用したの場合は上限30万円

［子育て加算金］同じ世帯員に中学生以下の子どもがい
る場合、子ども1人につき10万円（上限20万円）
※住宅取得経費に土地購入代は含みません。
※支援金の額は、同一世帯に対して1回限りの交付とし
ます。

【申請時期】住宅を新築または新規購入し、所有権に関す
る登記を完了した日から起算して1年以内

【添付書類】誓約書、自治会加入証明書、住民票謄本、戸
籍の附票、土地名寄帳および家屋名寄帳の写しまたは無
資産証明書、住宅売買契約書等の写し、住宅取得に関す
る領収書等の写し、住宅の登記事項証明書の写し、市税
等の滞納がないことを証する書類、市長が必要と認める
書類
　予算には、限りがありますので、早めの申請をお願い
します。詳しくは、以下にお問い合わせください。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

申請はお済みですか
「タクシー利用料金助成事業」
　市では、「タクシー利用料金助成事業（タクシー利用料
金の一部を助成する制度）」の申請を受け付けています。

【助成対象者】次のいずれかに該当する人
・えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない
65歳以上の人

・えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない
16歳から64歳の人で、運転免許証または自動車を持って
いない人

・えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない
16歳から64歳の人で、病気等の理由で市長が特に認める
人

【助成方法】助成対象者と認められた場合は、「助成対象
者証」と「タクシー利用券」を送付します。届いた「タク
シー利用券」を、タクシー利用時に運転手に渡すことで、
タクシー利用料金の一部の助成を受けることができます。

【助成額】運賃の約3割を助成します。初乗り運賃も対象

になります。助成額は1,000円が上限です。
【交付限度枚数】タクシー利用券は、年間48枚を限度に、

申請月に応じて交付されます。
【有効期限】平成31年度分は、2020年3月31日までです。

翌年度に繰り越して使用することはできません。
【利用可能区間】タクシー券を利用できる区間は、えび

の市内に限ります。市外からの移動や市外への移動には、
利用できません。

【申請方法】市企画課政策係または飯野・真幸出張所に申
請書があります。それぞれの窓口で申請を受け付けてい
ます。

【その他】タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはで
きませんが、同乗することは可能です。また、この制度は、
市福祉事務所が行っている「福祉タクシー利用券」の制
度とは別の制度ですが、両方を同時に利用することが可
能です。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

市長が直接説明します
「平成31年度えびの市事業説明会」
　市では、「平成31年度えびの市事業説明会」を行います。
これは、市長が直接市民の皆さんに、今年度、市がどのよ
うな事業を重点的に取り組むのか、予算はどれくらいかか
るのか等について、身近な話題を中心にわかりやすく説明
するものです。皆さんお誘い合わせのうえ、どうぞお気軽
にご参加ください。

【日程】

期日 地区 場所

5 月 16 日（ 木 ） 飯野 飯野地区コミュニティセンター

5 月 17 日（ 金 ） 上江 上江地区コミュニティセンター

5 月 20 日（ 月 ） 加久藤 国際交流センター

5 月 24 日（ 金 ） 真幸 真幸地区コミュニティセンター

【時間】午後7時～午後9時
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

ご活用ください
「若者定住促進奨学金返還補助金」
　市では、若者の定住促進および市内事業所等への就業
を促進するため、大学等の卒業後にえびの市内に居住し、
市内で就業または起業する若者を対象に、奨学金の返還
に対して補助を行います。

【補助対象者】大学等（学校教育法に定める大学、短期大
学および専修学校（専門課程に限る。））を卒業後に、次
の要件すべてに該当する人

・大学等に進学するにあたり、奨学金の貸与を受けた者
で、その返還期間が5年以上であること。

・補助金の交付を初めて申請する日現在において30歳以
下であること。

・市内に住所を有する者であって、当該住所が住民基本
台帳に記録されており、かつ、補助金の交付を初めて申
請する日から5年以上本市に居住する意思があること。

・大学等を卒業後に期間の定めのない労働契約を締結し
ている労働者として市内の事業所等に就職した者で、補
助金の交付を初めて申請する日から5年以上継続して就
業する見込みがあること。または大学等を卒業後に市内
で起業した者で、補助金の交付を初めて申請する日から
5年以上継続して事業を継続する見込みがあること。

・他に奨学金返還に係る補助を受けていないこと。
・市税等の滞納がないこと。
・補助金の交付を初めて申請する日が、市内で就業開始
後または市内で起業後2年を経過してないこと。

【対象となる奨学金】日本学生支援機構奨学金、あしなが
育英会奨学金、交通遺児育英会奨学金、県または市町村
が貸与する奨学金、その他市長が対象と認める奨学金

【補助金の額】・補助金の額は、年額144,000円以内とし、
5年総額で720,000円を限度とします。ただし、返還金額

（利子を含む。）が限度額を下回る場合は、その金額とし
ます。※補助金の交付を初めて申請する日から5年を経
過する日までに、補助対象者の要件を満たさなくなった
場合は、その要件を満たさなくなった日の属する年度の
補助金は交付しません。この場合において、交付済の補
助金についての返還は求めません。

【申込方法】えびの市若者定住促進奨学金返還補助金交
付申請書（様式第1号）に必要事項を記入のうえ、以下の
必要書類を添付して、市企画課定住対策係に提出してく

ださい。※申請書等の様式は市企画課で取得するか、市
ホームページ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウ
ンロードしてください。

【必要書類】・奨学金貸与機関が発行する奨学金貸与を証
するものの写し

・返還金額および返還期間を証するものの写し
・就業先が発行する、えびの市若者定住促進奨学金返還
補助事業就業証明書（様式第2号）または市内で起業し
たことを証する書類（開業届出書等）の写し

・誓約書兼同意書（様式第3号）
【申込期限】随時受け付けます。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

移住者の住宅取得に対して支援金
を交付します

　市では、本市への移住促進を図るため、移住者が自己
の居住を目的として市内に住宅を取得する場合に、予
算の範囲内においてその経費の一部を交付します。また、
同じ世帯員に中学生以下の子どもがいる場合は、子育て
加算金も交付します。

【対象者】
［移住者住宅取得支援金］次のいずれにも該当すること
・住宅を新規取得後、引き続き5年以上本市に居住する意
思がある人

・新規取得した住宅以外に市内に住宅を有していない人
（世帯員を含む）
・居住地の自治会に加入している人
・世帯員に市税等の滞納がない人
・新規取得した住宅の登記簿謄本に記載の所有権持分（新
規取得した住宅の世帯員の所有権持分も含む）が2分の1
以上の人

・転入日から2年を経過していない人
［子育て加算金］交付申請日において同じ世帯員として

住民基本台帳に記録された義務教育修了前の者（ 15歳に
達する日の属する年度の末日以前の者をいい、交付申請
日以後も引き続き中学校または特別支援学校の中等部に
在学する者を含む。）がいる移住者住宅取得支援金の交
付を受ける移住者

【支援金額】
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西 本 喜 美 子さんトー クショー の 取 材 に 行 きました 。
9 0 歳 とは 思 えな い ほど元 気 な 人でした 。好 きなこ

とを 続 けていくのが、元 気の 秘 訣なのかなと思いました 。
（ 東 ）

広 報 担 当4 年目となりました 。皆 さん に 親しまれる広
報 紙を 作 成 で きるよう、今 年 度 もさまざ ま な 場 所

で 皆さんとたくさんお話ししたいと思います！（ 久保 田 ）

人　口 18,060人（前月比-146人）

男性／ 8,511人（ -81人）　女性／ 9,549人（ -65人）

転入／ 120人　転出／ 247人
出生／ 13人　死亡／ 32人

世帯数 8,262世帯（前月比-55世帯）
（平成31年4月1日現在）

E
d
ito

r's

【申込期限】5月10日（金）午後5時
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

福祉事務所に提出してください。※市様式の履歴書は、
市福祉事務所にあります。
申・問市福祉事務所 福祉係
☎35-1115（課直通）

5月は自動車税を納める月です

　自動車税は、4月1日現在で宮崎運輸支局に登録されて
いる自動車の所有者または使用者に課税されます。自動車
を持っている人は、5月31日（金）までに自動車税を納めて
ください。
　納付は、金融機関、県税・総務事務所、コンビニエンスス
トアのほか、インターネット環境があればクレジットカード
を利用して納めることもできます。また、平成30年度からア
プリを使用したスマートフォンでの納付も可能になってい
ます（詳しくは納税通知書をご覧ください）。
　なお、障がいのある人のために使用する自動車について
は、一定の要件に該当する場合、納期限までに申請すれば、
自動車税が減免される場合がありますので、お早めにご相
談ください。
問小林県税・総務事務所
☎23-3194

平成31年度自衛官募集

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所では、平成31
年度自衛官等各種募集を行います。
■一般曹候補生

【資格】18歳以上33歳未満の人

【申込期限】5月15日（水）
【試験日】［1次］5月25日（土）

■自衛官候補生
【資格】18歳以上33歳未満の人
【申込期間】［男子］年間を通じて募集
［女子］7月1日（月）～ 9月6日（金）
【試験日】受付時に通知します。
申・問自衛隊宮崎地方協力本部 小林地域事務所
☎22-5254

ご来場ください「全日本トライアル
選手権シリーズ第2戦」

　矢岳高原トライアルコース内で、トライアル競技の全日
本選手権が開催されます。トライアル競技とは、専用のオー
トバイを使って、コース途中に設けられた障害物等を、い
かに足を着かずに走り抜けられるか競う競技です。
　全国各地から集まったトップライダーの華麗なテクニッ
クを間近で見てみませんか。

【開催日】5月12日（日）
【場所】矢岳高原トライアルコース
【駐車場】ベルトンオートキャンプ場奥特設駐車場 ※当日

は交通規制の実施により、交通渋滞等が発生する可能性
があります。

【チケット料金】［前売り券］1,500円［当日券］2,000円
※中学生以下無料

【チケット取り扱い】ローソンチケット［Ｌコード：81321］
チケットぴあ［Ｐコード：841452］
チケット取り扱いのある九州内の二輪販売店
問九州モーターサイクルスポーツ協会（ MFJ九州）
☎092-473-2616

◎ 今月の 表 紙
　 3 月24 日、加 久 藤 橋 開 通 式 が 行
わ れ ました 。同 式 で は、神 事 、テ ー
プカットなどが 行 わ れました 。渡り
初 め は、橋 が 永 続 して 欲 し い と 願
い を 込 め 、三 世 代 夫 婦 として 大 溝
原自治 会 の西 田さん 家 族 を 先 頭 に、
約2 5 0 人 が渡りました 。

児童扶養手当の支給額が変更にな
りました

　児童扶養手当は、父母が離婚するなどして、父または
母の一方からしか養育を受けられないひとり親家庭など
に支給されます。
　児童扶養手当の支給額は、物価の変動に応じて増減す
るようになっています。平成30年全国消費者物価指数の
実績値が前年比プラス1.0%であったことを踏まえ、平成
31年4月分から支給額が1.0%引き上げられることになり
ました。※8月支給分から

変更前（月額） 変更後（月額）

子 ど も1人 の 全 部 支
給の場合 42,500 円 42,910 円

子 ど も1人 の 一 部 支
給の場合

42,490 円～
10,030 円

42,900 円～
10,120 円

子 ど も2人 目 の 加 算
額

全部支給：10,040 円
一部支給：10,030 円
～ 5,020 円

全部支給：10,140 円
一部支給：10,130 円
～ 5,070 円

子 ど も3人 目 以 降 の
加算額

全部支給：6,020 円
一部支給：6,010 円
～ 3,010 円

全部支給：6,080 円
一部支給：6,070 円
～ 3,040 円

※一部支給については、所得に応じて決定されます。
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

子ども・子育て会議委員の募集

　市では、子ども・子育て支援に関する施策の総合的か
つ計画的な推進に向け、子育て支援施策の実施状況等を
審議してもらうため、子ども・子育て会議委員を募集し
ます。

【応募資格】市内に居住する満20歳以上で、子育て中ま
たは子育て支援に関心があり、平日昼間に開催する会議

（年2回程度）に出席できる人
【募集人数】1人程度
【任期】2021年3月まで（2年間）
【申込方法】指定の申込書に必要事項を記入の上、「えび

の市の子ども・子育て支援」をテーマとする作文（任意様
式A4サイズ400字程度を目安）を添えて、市福祉事務所
へ持参、郵便、ファクスまたは電子メールで提出してく
ださい。応募申込書は、市福祉事務所にあります。市ホー
ムページ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）からもダウン
ロードできます。

【謝礼等】1回あたり4,150円
【申込期限】5月8日（水）必着
【選考】書類選考（必要に応じて面接を実施）
申・問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（課直通）/FAX 35-0401
Eメール fukushi@city.ebino.lg.jp

臨時職員募集

　市では、臨時職員を募集します。
【募集人員】2人
【業務内容】プレミアム付商品券業務補助
【資格要件】パソコン入力（ワード・エクセル）ができる人、

普通自動車免許
【賃金】6,100円（日額）
【雇用期間】6月1日～ 11月30日
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く
【勤務場所】市福祉事務所
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接 ※面接日

時については、後日申込者に連絡します。

今月の納税

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期
5月7日（火）までに納めましょう。
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